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8月の花

「蓮」 ＊開花時期…6月～8月

＊花言葉…清らかな心 神聖 etc.

◆コラム 「都会に鶴の群れ」

弊社本社がある高輪ゲートウェイ駅付近では、

品川開発プロジェクトの工事が進んでおり、

多くのクレーンが並んでいます。

見かける度、生き物があちらこちらで

おしゃべりしているように見えるなぁと考えていたのですが、

実は、この現象に名前がついているようです。

その名も「パレイドリア現象」。

対象を自分が知っているパターンに置き換えて認識することで、

そこにあるはずのないものが見えてくるという錯覚を指すのだそう。

身近では、月にいるウサギや、車が人の顔に見える事も当てはまります。

これは見た人自身の捉え方によっても、見え方が変わるようで…

私以外には世界がどのように見えているのか。

気になってしまいますね。

メルマガ担当 A

全国の事業所からご当地情報を紹介してもらうコーナー！
第4弾にして、初の海外拠点！
旅行に行けない今だからこそ！
現地から届きたてホヤホヤ！な情報をお届けします！

今回紹介してくれるのは…上海総公司(NTC)です！

住所：上海市長寧区婁山関路555号 長房国際広場1608-10室
(艾克欧東晟商貿有限公司 上海総公司)

担当地区：上海市と隣の江蘇省をメインに営業活動を展開

地区の特徴：医療関係やEV関係が中心。(技術競争が活発化しています！)

事業所よりヒトコト！：

最近はロックダウンで暗い話題が多い上海ですが、元々非常に活発な街です。

“チャイナスピード”に負けないよう

フルスロットルで突き進んでいきます！

これは譲れません！ご当地グルメ

美味しさのお裾分け！おススメ土産

から、侬好！
ノンホ(こんにちは)

小籠包や肉まんの
カテゴリに入るこの料理。
片面をしっかり焼いて、
カリカリになった皮を
かじるとアツアツの肉汁が
あふれ出す名物料理です。

青ネギや生姜と
一緒に丸鶏を煮込む
豪快な料理ですが、味は格別！
上海の家庭では男性が料理を
作ることも多く、そのほとんどが
鶏一羽のさばき方をマスター
しているとか…

厚手のもちもち皮が特徴！

生煎包(ShengJianBao)

鶏まるまる一羽！家庭の味！

白切鶏(BaiQieJi)

日本で言う源○パイ(?)
古くから国際都市として栄えた
上海を代表する西洋菓子ですが、
これが意外と中国茶にも合うんです。

上海っ子達がこぞって食べる！

蝴蝶酥(HuDieSu)

意外と五香粉(スパイス)の香りも少なく、
おつまみとしても最適。紹興酒と
一緒に頂くのが通の食べ方だそうです。
(甘党の上海らしく、粉砂糖トッピングもあり)

全上海が愛する豆菓子

五香豆(WuXiangDou)
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https://www.ikont.co.jp/


お問い合わせ先

ホームページ：https://www.ikont.co.jp/

採用事例：https://www.ikont.co.jp/product/industry/index.html

製品選定サポート：https://www.ikont.co.jp/product/support/index.html

ムービーライブラリー：https://www.ikont.co.jp/product/movie/index.html

ご不明な点はお気軽に ・取扱販売店にご相談ください。
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イコボ(IKOBO)と行く!!

展示会 ロボットテクノロジーJAPAN編

欧米諸国の租界が存在した上海では
古くから様々な文化に触れていることから、
古きを大切にしつつも新しい事も
抵抗なく取り入れる柔軟性を持った人達を
形成する文化です。

これは、決して怒っているわけで
はなく(たまに怒ってますが…)、
基本的には「何？」と聞かれてい
るだけなので、気にせず話を聞く
精神力が必要です。

上海の独特な文化 上海あるある。

電話口で…

「アァン？」
多様性に富んだ

海派文化

※現在各事業所では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため訪問を制限させていただいております。ご迷惑おかけしますが、何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

古き良き庭園！

豫園
日本のリゾートの約2倍の広さ⁉

上海のテーマパーク

今年で5周年を迎えた
上海のテーマパーク。
春節には中国らしい
装飾で彩られ、
日本にあるものとは
一味違う世界を体感できます。

ここでしか楽しめない！観光スポット

きれいに整備された庭園と
赤が基調の建物が特徴的な
有名観光地。旧正月(春節)には
美しいライトアップで
多くの観光客が押し寄せる。
ここで食べる小籠包は絶品。

今回は名古屋で開催された

ロボットテクノロジーJAPANでの様子をご紹介！

会場はAichi Sky Expo（愛知県国際展示場）です。

新しい展示場でとてもきれいですね！

特にご注目いただいたのが、走行台車AGV。

人が入れない所での作業を想定したロボットで、

小さいお子さんに特に人気でした！

今回の目玉は、

開発品の参考出展。

メカトロ製品も

豊富に展示しており、

お問合せも多数いただきました！

https://www.ikont.co.jp/company/place/index.html
https://www.me-iko.com/mecha-tool/index.php
https://www.ikont.co.jp/backno/index.html
https://vsr.ikont.co.jp/
https://www.ikont.co.jp/

